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新渡戸稲造が模索した日本人の生き方
―?栄養療法の知的枠組についての研究９―?
藤 井 義 博
Abstract
 
This study was an attempt to characterize the morality pursued by Nitobe Inazo
(1862-1933)by examining his views and comments on the Japanese way of life in his
 
writings. His comments were collected and classified into six categories:rudeness,
selfish behaviors,passivity,external yardsticks,inward reflection,and making good
 
use of states and things. Nitobe Inazo hoped to change Japanese habits of mind
 
such as rudeness,selfish behaviors,passivity,and external yardsticks by incorporat-
ing the habits of inward reflection and making good use of states and things into the
 
mind of Japanese people with the aim of creating a person with inward yardsticks
 
who is both Japanese and cosmopolitan in the world community. His dream was to
 
combine the strengths of Western and Oriental thought to create a better philosophy
 
and to base science upon intuition. His dream was large,and its realization remains
 
to be achieved.
１．はじめに
新渡戸稲造（1862～1933）は、その晩年の講演
「世界人としての日本人の覚悟」において、日本人
が西洋と関わっていく視点について次のように述
べている：「東西の合致点なり、或はその差異を見
ても、単に、我は日本人なりといふばかりではな
く、我は一個の人間である、もちろん日本自身の
ことに関しては日本人であるけれども、同時に、
世界共通の人類の一員であるといふ立場から、こ
れらの問題を研究すれば、いささかの偏見もなく、
どういふところで融和が出来るか、また、どうい
ふところが融和出来ないか、そしてその場合には、
いかにして日本の思想を向うに伝えることが出来
るか、また彼方の長所をいかにして採ることが出
来るか、といふことも、冷静に且つ客観的に、よ
くわかるはずであると思う。」（西洋の事情と思想
p.645)??ここに表明されている「世界人としての
日本人」すなわち「日本自身のことに関しては日
本人であるけれども、同時に、世界共通の人類の
一員である」という視点は、経済学と英文学を学
ぶための東京大学への入学に際して「太平洋の橋
になりたい」という願いを表明し、後に世界的古
典となるBushido,the Soul of Japan:An Exposi-
tion of Japanese Thought??を著し、日本の生き
た道徳、倫理のあり方を世界の中に位置づけた新
渡戸稲造の生涯を貫く視点であった。このような
視点をもつ新渡戸稲造が始終頭を悩ましていたの
は、「ポリティクスの問題」ではなく「モーラルの
問題」の追究であった。それは、「酒を飲む飲まぬ
とか、煙草を喫ふ喫はぬとかいふ」ことではなく、
「広い意味のモーラル」であった。（西洋の事情と
思想p.569)??
本論は、新渡戸稲造による日本人の生活法につ
いての見解と意見を検討することにより、彼の頭
を始終悩ましていた「広い意味のモーラル」を明
らかにする試みであった。
1.1.新渡戸稲造の生涯の活動の概略
新渡戸稲造を「多方面と多趣味とに累せられて
居る人」と形容する鶴見祐輔は、宗教家、文章家、
雄弁家としての「先生の足跡」は日本の社会の各
方面に残っていると述べ、年代順に11の活動を挙
げている??。すなわち、日米両国の橋梁たらんとし
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ての渡米、農政学者として札幌における教鞭、殖
民行政家として台湾に砂糖行政の完成、経済学者
として京都帝国大学における教鞭、教育家として
第一高等学校校長、同時に社会教育家として「実
業の日本」における執筆、英学者として英文雑誌
の発刊、文学者としては東大英文学のラフカディ
オ・ハーンの講座を継がんことを求められて辞退、
婦人教育家として女子大学の創設、社会運動家と
しての活動、最後に国際平和運動の建設的事業と
して国際聯盟事務局の事務次長である。
1.2.新渡戸稲造の生涯の足跡
新渡戸稲造の多方面に渡る活動の展開と活動の
舞台を鳥瞰的に把握するために、長尾輝彦が示し
た12の時代区分に準じて、その生涯の足跡を示し
た??。
①盛岡時代：1862-1871（０歳―９歳）
文久２（1862）年８月３日（新暦９月１日）、南
部藩士の父十次郎・母せきの三男として盛岡に生
まれる。明治維新（1868）の前年、慶応３（1867）
年稲造が５歳の時、父十次郎が亡くなる。明治４
（1871）年９歳の時、祖父常澄死去、太田稲造と改
称、東京に送られる。
②東京時代：1871-1877（９歳―15歳）
明治５（1872）年10歳、私学の英語学校に入
る。明治８（1875）年13歳の時、東京英語学校に
入学する。明治10（1877）年に退校し、札幌農学
校に入学を許可される。
③札幌時代（?）：1877-1883（15歳―21歳）
明治10（1877）年、「イエスを信ずる者の誓約」
に署名する。明治13年18歳の時、母せき死去、
カーライルの「サーターリサータス」に接する。
明治14（1881）年、札幌農学校を卒業し、開拓使
庁任官。明治16（1883）年、経済学と英文学を学
ぶために東京大学に入学する。入学に際して「太
平洋の橋になりたい」という願いを表明。
④米国時代：1884-1887（22歳―25歳）
明治17（1884）年８月、東大を退学、９月に渡
米、10月にジョンズ・ホプキンス大学入学を許可
される。明治18（1885）年、フィラデルフィア友
会に入会。明治19（1886）年、メリー・エルキン
トンと出会う。
⑤独逸時代：1887-1890（25歳―28歳）
明治20（1887）年、ボン大学で研究。明治
21（1888）年、ベルリン大学で研究。明治22（1889）
年、ハレ大学で研究、新渡戸姓に復帰。明治
23（1890）年10月、日本への帰国途上アメリカへ
立ち寄る。
⑥札幌時代（?）：1891-1897（28歳―35歳）
明治24（1891）年１月１日、メリー・エルキン
トンとフィラデルフィアで結婚。母校の札幌農学
校教授として帰国。明治25（1892）年、遠益が生
まれるが生後一週間で死去。明治28（1895）年、
遠友夜学校を設立する。その頃、日清戦争（1894-
1895）が起きる。明治30（1897）年10月、病気の
ため札幌農学校を辞職。
⑦回復時代：1897-1900（35歳―38歳）
明治31（1898）年、療養のためカリフォルニア
に行く。明治32（1899）年、Bushido,The Soul
 
of Japan:An Exposition of Japanese Thought
を執筆。明治33（1900）年１月初旬、出版。
⑧台湾総督府時代：1900-1906（38歳―44歳）
明治34（1901）年台湾総督府で働き始める。明
治36（1903）年、兼任で京都帝国大学教授とな
り、植民政策について講義する。その頃、日露戦
争（1904-1905）が起きる。
⑨一高校長時代：1906-1913（44歳―51歳）
明治39（1906）年、第一高等学校校長となる。
明治40（1907）年、雑誌「実業の日本」編集顧問
となり、東京帝国大学法科教授も兼任。
⑩大学教授・学長時代：1913-1920（51歳―57歳）
大正２（1913）年、第一高等学校校長を辞し、
東京帝国大学法科教授専任となる。この間、第一
次世界大戦（1914-1915）が起きる。大正７（1918）
年、東京女子大学の初代学長に任命される。
?ジュネーブ時代：1920-1926（57歳―64歳）
大正９（1920）年、国際連盟事務局次長となる。
大正11（1922）年、ユネスコの前身となる知的協
力委員会の設立に貢献し、アンリ・ベルグソン、
ギルバート・マレー、マダム・キューリー、アル
バート・アインシュタインと親交を深める。大正
15（1926）年、事務次長を辞任（後任は杉村陽太
郎）、貴族院議員となる。
?晩年：1927-1933（64歳―71歳）
昭和２（1927）年３月16日、帰国。この頃、世
界大恐慌（1929）が起きる。昭和４（1929）年太
平洋問題調査会の理事長となり、同年京都での太
平洋会議では議長を務めた。昭和６（1931）年、
満州事変が起きる。上海での太平洋会議に出席。
昭和７（1932）年、上海事変が起きる。松山での
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講演の折り、軍部の暴走を批判する私的談話が地
方新聞に記載され（松山事件）、帝国在郷軍人会評
議会で陳謝を余儀なくされる。４月15日、渡米す
る。５月15日、五・一五事件が起きる。昭和８
（1933）年３月25日、帰国。その直後の３月27
日、日本は国際連盟を脱退。８月２日、カナダの
バンフにおける太平洋会議に出席するため太平洋
を渡る。10月15日、カナダのビクトリアのロイヤ
ル・ジュビリー病院にて71歳の生涯を閉じた。昭
和11（1936）年２月26日、二・二六事件が起き
る。昭和12（1937）年、南京大虐殺が起きる。太
平洋戦争（1941-1945）が起きる。
２．資料と方法
2.1.資料
新渡戸稲造の著作のテクストとして、「新渡戸稲
造全集」全23巻、別巻２巻（教文館、1969～1993
年）を用いた。とりわけ、随想録 付録 講演集
から「教育の目的」（第５巻pp.208-235）、修養（第
７巻、pp.5-408）、自警（第７巻、pp.405-679）、婦
人に勧めて（第11巻、pp.7-220）、西洋の事情と思
想（第６巻、pp.473-646）を中心に、新渡戸稲造の
日本人の衣食住の生活法に関する見解や意見を採
りあげた。
2.2.資料の解題
⑴ 随想録 付録 講演集「教育の目的」??：以
下、「NIZ ５ 教育の目的」と略。1907（明治40）
年８月に発行された随想録の附録の講演集に含
まれる５講演のうちのひとつ。講演の開催場所、
日時については明示されていないが、随想録の
執筆時期である明治36年から40年とほぼ同じ
頃と推定される。すなわち⑧台湾総督府時代
1900-1906（38歳―44歳）から⑨一高校長時代
1906-1913（44歳―51歳）の初期にわたる頃で
ある。
⑵ 修養??と自警??：以下、それぞれ「NIZ ７ 修
養」、「NIZ ７ 自警」と略。それぞれ1911年と
1916年に実業之日本社から発行。同社の編集顧
問をしていた著者が、通俗雑誌「実業之日本」
に、毎月２回連載したものを集めて１冊の本と
したもの。とくに「修養」は、昭和４年５月に
は137版に及ぶベストセラーとなり、当時の青
年層をはじめとして一般の人々に広く親しまれ、
多大の影響を及ぼした。⑨一高校長時代1906-
1913（44歳―51歳）の随想。
⑶ 婦人に勧めて??：以下「NIZ 11婦人に勧め
て」と略。雑誌「婦人画報」に約10年に渡って
掲載された随想のなかから46篇を集めて１冊
の本として大正６年に発行された随想。執筆時
期は、⑨一高校長時代1906-1913（44歳―51歳）
の後半から⑩大学教授・学長時代1913-1920（51
歳―57歳）の中期まで、すなわち大正７（1918）
年、東京女子大学の初代学長に任命される前ま
での間。
⑷ 西洋の事情と思想??：以下「NIZ ６ 西洋の事
情と思想」と略。昭和９年１月に死後出版。松
本重治の解説によると、国際聯盟事務次長を辞
して帰国した翌年（昭和３年）１月から６月ま
での半年間、早稲田大学の「西洋の事情と思想」
と題する８回に渡る科外講義を出版したもので、
晩年を飾る講演。
2.3.日本人の生活法に関する言及の分類方法
複数の著作に渡って存在する新渡戸稲造による
生活法への言及を拾い出し、その内容ごとに分類
し、それらを包括する概念にて括った。実際に採
りあげた言及は、青年層をはじめとして一般の
人々に対して人格形成を目的とした修養のあり方
ついて述べた「NIZ ７ 修養」からのものが最も多
くなった。新渡戸稲造による日本人の生活法に関
する言及は６つの要素に分類することができた。
３．日本人の生活法に関する言及
3.1.生活法への言及の仕方の特徴
新渡戸稲造の著作には、日本にしろ外国にしろ
生活法自体をテーマとして採りあげたものはない。
それらは、修養、自警、西洋の事情と思想など彼
のいわゆる社会活動家としての著作の中において
採りあげられている。彼は言う、「若し病気が恢復
したなら、それは拾いものと思っている。人間は
悪い状態にあるのが当然で、都合の良いのは望外
と思はなければならぬ。僕は三度の飯さへも、自
分には食う権利がない、それが喰えるのは有りが
たいと思っている。而して食事のときには頭を下
げ、かうして満足に飯の喰えるのは、有難いと感
謝する。従って食事に関して彼是れ苦情を云った
こと未だ一度もない。」（NIZ ７ 修養 p.115）しか
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し食事内容についての記載がないからといって、
彼が食に関心がなかったわけではない。むしろ日
本人は食そのものに意識しすぎることを問題にし
ている。彼は述べる、「僕の信ずる所では、世の中
の事は判然たる意志を有つ必要のないことが多い。
物を喰うにも鮭でも鰌でもよい、沢庵でも菜葉で
もよく、又味噌汁の実にしても芋でも大根でもよ
い。ただ特別なる場合、例えば来客とか病気とか
の時の如きには、明らかなる意思を立てて遂行す
るも必要だが、大抵の場合にはどちらでも差支え
ないことが多い。」（NIZ ７ 自警 p.460）「広い意味
でのモーラル」が中心的な課題であった新渡戸稲
造にとって、それとの関連において衣食住に関す
る日常生活が採りあげられているのである。
3.2.生活法への言及の６分類
新渡戸稲造による日本人の生活法に関する言及
は、①無作法、②我儘の振舞、③消極性、④外的
標準、⑤黙思、⑥物事を善用する心がけの６つに
分類することができた。この６項目は、大きく２
大別できる。すなわち①～④は日本人一般によく
見られる習慣であるが、新渡戸稲造にとっては考
え直すべき習慣である。これに対して⑤と⑥は、
日本人の習慣としては定着していないが、内的基
準をもつ人格を向上させるために必要な生活習慣
ととらえることができる。また、この二者の関係
については、⑤と⑥の習慣の継続により、①～④
の習慣が転調ないしは変容するという関係にある。
以下の章においては、まずこの６分類ごとの内
容を詳述した（４章－９章）。次に人格の姿につい
て述べた（10章）。三番目には東洋の概念に人格す
なわち内的基準を採りいれた場合の転調と変容に
ついて考察した（11章）。そして最後に、東洋思想
と西洋思想の融和や両者の長所を結合するという
新渡戸稲造の理想について述べた（12章）。
４．無作法
新渡戸稲造は列車の中での不快な経験談を語る。
「列車の中で私の隣に座っているこの男を見たま
え。その衣服はほとんど臭く、その煙草は胸のむ
かむかするよう悪臭を放ち、その新聞を声高に読
む蛮声は音楽のすべての法則を犯している。彼は
床中どこでも痰を吐く。ミカンの皮を座席に捨て
る。さて立ち上がって、素っ裸になって、寝衣を
着、酒を一呑みあほって、私の顔に臭い息を吹き
かける。」（NIZ 21随想録補遺p.181)??この明治
の後半に書かれた描写は、かって外国人旅行客や
友好的な在留外人が日本の作法習慣をほめたこと
と比較すると、全く正反対の内容である。なぜそ
うなのか、新渡戸稲造は説明する。それは外国人
らが「明治以前の訓育の遺物」をほめたからであ
る。明治時代は、作法習慣に関するかぎり、「野
蛮、粗雑、無作法、生硬の時代」であったし、「封
建制の社会組織が解体して、同時に外国の思想、
ヨーロッパの習慣やアメリカの作法が流入したた
めに」、日本人は無作法な国民となっていると新渡
戸稲造は述べる。かといって、「作法を目的とし
て、またなにかそれ自体この上なく価値あるもの
として追求するのは、最も憐れむべき教育」であ
り、もし「真のしっかりとした徳」がなければ、
作法がいくら洗練されていてもダメだという。こ
の徳は、人格に由来するものである。
５．我儘な振舞
5.1.親父の我儘な振舞
家庭での親父は、女房子供に遠慮しないで、自
分勝手なことをして、自分だけの快楽さえ求めれ
ばそれでよいとすることが普通のことになってい
ると述べる。親父だけは魚を食って、女房子供は
側でそれを見ている。親父は、自分一人の快楽の
ために飲む酒代は惜しがらない。近年は追々上品
になりかけたようだが、現在まだ多分にその風が
残っているように思う。この現象を引き起こす源
に、人格の問題があると述べる。（NIZ ６ 西洋の
事情と思想p.562）また、一般に日本では家庭とし
ての交際が親密に行なわれていないことを指摘す
る。夫の親友などが見えても、妻はちょっと挨拶
に出ただけで、引っ込んでしまったり、ご馳走の
心配ばかりして台所に立てこもっているが、食物
よりも淡白に打ち解けた交際が必要である。（NIZ
11婦人に勧めてp.91）一方、日本風の宴会には必
ずある芸者のために、多くの有為有望な男子が堕
落し、病毒を感染し、このために妻が泣き、児は
不具の体質を残されているにもかかわらず、芸者
を廃することの出来ないのは、「今日の男子が意志
薄弱で、品性低く、加ふるに高尚の趣味無く、た
だ喰ったり飲んだりするの外に芸はなく、肉的娯
楽の外に楽しみを知らぬ故」であると述べる。
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（NIZ 11婦人に勧めてp.105）
なぜ今日の男子が、意志薄弱で、品性低く、加
うるに高尚の趣味無く、ただ喰ったり飲んだりす
るの外に芸はなく、肉的娯楽の外に楽しみを知ら
ないような性質をもつようになったのか。新渡戸
稲造はその理由を示さない。しかし彼の他の著作
における見解から類推すると、２つの理由がある
ように思われる。ひとつは、封建制の社会組織が
解体したために「明治以前の訓育」による社会倫
理の箍
たが
が外れたことである。もうひとつは、江戸
時代の士農工商の身分制度の下において、武士以
外の身分は実際においては賤しめられてきた負の
精神的遺産である。後者について次節で詳述する。
5.2.武士道の根本は恥を知ること
新渡戸稲造は、晩年の連続講演を刊行した「内
外展望」において、30年ばかり前に書いた「武士
道」を話題として採りあげ、武士道とは、「その根
本は恥を知る、廉恥を重んずるといふことではな
いかと思ふ」と述べている。（NIZ ６ 内外展望
p.330-331)???そして、武士にして君に不忠を働く
は恥、親に不孝するは恥、己に顧みて恥かしくな
い行いをするということさえ決まれば、自ら君に
対すれば忠、親に対すれば孝、兄に対すれば敬と
いうように、その道が備わって来るものであろう
という。さらに「彼を泥棒と呼べ、然らば、彼は
必ず泥棒をするやうになる」との西洋の諺を引用
して、士農工商の一番下におかれていた商人は、
卑しいものだ、狡いものだ、他人の迷惑は構わな
い、恥知らずだと始終言われると、そのような気
持ちになるのは当然であると述べる。また、江戸
時代の身分制度の下では、農は形においては高め
られていたが、実際においては賤しめられていた
こと、さらに医においても同様であったことを指
摘している。（NIZ ２ 農業本論p.69)???このよう
に、265年間続いた江戸時代には、武士以外の全て
の身分は実際においては賤しめられていた。そう
ならば、明治になっても多くの日本人はどうせ卑
しいものだから、卑しいことをしても構わないと
いう気持ちを引きずっていたのではないのか。そ
のような日本人で溢れる時代であったからこそ、
世界に向かっては、新渡戸稲造は武士道を著すこ
とで日本の生きた道徳、倫理の伝統があることを
知らしめ、日本人に対しては、西洋と東洋の長所
の結合した新たな人格の形成を模索したのである
と思われる。
６．消極性
6.1.伯
はく
夷
い
・淑
しゅく
斉
せい
の生き方
中国古代の伝説上の人物、伯夷・淑斉の故事は、
儒学における清廉潔白の士の代表として、多くの
日本人に影響を与えてきた。この兄弟は、臣が君
を殺して天下統一したような国に仕えることを恥
として首陽山に隠れ、蕨
わらび
をとって食べ、ついに餓
死したという。新渡戸稲造は、この故事を随想録
付録の講演「教育の目的」と「修養」において、
後者においては２回に渡って、批判的に採りあげ
ている。彼による批判の論点は、①社会性の欠如
した行動、②逆境に逢って天を怨む態度、③清廉
潔白による自殺主義の３点である。
新渡戸稲造による第一の批判は、伯夷・淑斉が
首陽山で自分ばかり蕨を採って美味しく食べたこ
とにある。「本当の人間」は、「社会に立って、社
会に居る人」であると彼はいう。彼らに望みたい
こととして「蕨が美味しかったなら、何故その蕨
を八百屋へでも持って来て、皆の人にも食はせる
ようにしてくれなかったか、又た蕨粉の製造場で
も拵えて、世間の人と共に之を分ち食するやうに
しなかったか」（NIZ ５ 教育の目的p.208-235）と
述べる。日本においては、封建割拠の制度からも、
「自然と地方地方の人の間に隔壁を生じ、互いに妙
な感情を持つに至った」ことを指摘する。
第二の批判は、逆境に逢った伯夷・淑斉が世を
はかないものと感じ、世を去り世を逃げようとし
たことにおかれる（NIZ ７ 修養 p.252）。人は逆境
に陥ると、その罪を他に嫁したがり、そして結局
は天にまでも責を負わせるに至る。その例として
伯夷・淑斉が論じられている。「天は決して我々に
無意味の禍を与えぬ。決して我力に耐えぬものを
与えぬ。丁度手頃のものを与ふると信ずれば心安
い。」と彼は述べる。（NIZ ７ 修養 p.396）
第三の批判点は、伯夷・淑斉が名誉を損したた
めに短気を起こして、己一人を清くせんとして自
殺したことにある。この論点は、第一の論点と関
連するが、ここではその消極性が自殺に極まって
いる。近頃の新聞雑誌には自殺論を賞賛する風が
見えると彼は述べる。そしてその中には武士道の
真髄を得た者として、自殺を大いに賞賛するもの
もあるという。新渡戸稲造はそれを否定して、「如
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何なる恥を忍んでも、君の為国の為に、其全身全
力を尽すといふ思想に比すれば、名誉を損した為
に短気を起し己を清うすることは、決して賞賛す
るに足らぬ」と主張する。
6.2.遠い将来のことを思うを卑しとする風
日本人には、今日あって明日はないという山桜
を理想として、遠い将来のことを思うを卑しとす
る風があると述べる。（NIZ ７ 修養 p.196）そして
その理由について、戦国的道徳の観念が未だ失わ
れないためかと推測する。そのために、日本人の
生活には計画がない、またあったとしても、「社会
の生活法」が精確にこれを実行しないようになっ
ていると述べる。これに反し、西洋人は今日ある
から明日もあらう、来年もあろうという積極の思
想で計画し準備する。（NIZ ７ 修養 p.187）
文明の始めは、恐らくは食物の貯蓄であろうと
新渡戸稲造は推測する。（NIZ ７ 修養 p.184）そし
て食物の貯蓄ができれば精力の貯蓄も伴うとし、
「僕は唯物論者ではないが」と断ったうえで、「あ
る意味よりすれば食物は即ちこれ精力なりと云う
ことが出来る」と述べる。そして、空腹になって
も、直に餓死しないのは、食い溜めしたためでは
なく、平時に良好の「営養」を取ることによって
飢渇に堪えうる力が内部に潜んでいるからである
とする。（NIZ ７ 修養 p.136）さらに、転変地異が
突如として起こったとても、泰然自若として敢て
驚かないのは、平生の心懸がある故であると述べ
る。
6.3.事足らぬことを喜ぶ
粗食で、薄暗い灯火の下で、終日終夜詰めきり
で勉強するものもあり、その精神は誠に感心すべ
きであるが、そのために体力を濫費し、他日これ
を利用しようとする大切の時に至って、役に立た
なくなるという例が世間に乏しくないと述べる。
（NIZ ７ 修養 p.197）このように事足りないこと
を喜び、事足らずにその日その日を送るのを褒め
るのは、美味が多ければ食傷する、余りありさへ
すれば、何事もこれを濫用すると定めるからであ
るという。しかし教育その他の方法で、山海の珍
味が山の如くあっても、牛飲馬食しないことがで
きたならば、事足る以上に物をもつことは善いこ
とであり、決して危険はないと述べる。（NIZ ７
修養 p.188）
人には三段の種類があるとする。すなわち、第
一は余力あれば直きに総てこれを濫用するもの、
第二は濫用することをおそれてなるべく余力のな
い様にして不足であることを喜ぶもの、第三は余
力があればなおさら節度を守り、今日必要でない
ものは他人あるいは後日の為にこれを貯蓄するも
ので、これが最上であると述べる。そして人はこ
こに達せなければ未だ動物に縁の近い人間である
ことを免れないといい、またここに達せない国民
はたとえ戦争に強くとも、永遠に強国として世界
に誇ることはできないと思うと述べる。（NIZ ７
修養 p.189）また、この思想があるからこそ、休養
とはかく総てを打棄て、何事もしないことではな
く、変化を与えることである（NIZ ７ 修養 p.374）
という見解が生まれるのであろう。学問するには
根気が大切であり、根気を養うには食物も美味な
物を食べる必要があり、衣服も相当なものを着な
いといけないと述べる。冬は寒い目をしてはいけ
ないし、夏は暑い目をしてはいけない。なるたけ
身体を壮健にして置かねば学問ができるものでは
ないという。（NIZ ５ 教育の目的p.226)??
教育には３つの目的があるという。（NIZ ５ 教
育の目的p.224）職業を授けるという第一の目的
に加えて、「道楽」のために教育する、「道楽」の
ために学問するという第二の目的があると述べる。
しかし、「女道楽」、「酒道楽」、「食道楽」というよ
うな書物は出ているけれど、「学問道楽」という本
は未だ出ていない。このように、日本人には道楽
に学問をするという余裕が未だないという。それ
ゆえに窮屈に儀式的に教えていても、面白おかし
く智識を与えることがないことを述べて、日本の
子供ほどかわいそうなものはないかと思うという。
教育の第三の目的は、装飾である。議論に、ちょっ
と昔の歌を入れてみたり、古人の言行を挙げてみ
たりすることによって、議論が心に入りやすく
なったり、お互いの交際が滑らかになったりする
と述べる。
７．外的標準
7.1.人のために食事する
ろくに白い飯も食べられなかった程のひどい貧
乏士族の家の子供の時分の大久保利通の逸話につ
いて新渡戸稲造は述べる。丁度食事時で芋か何か
の混ぜものを食べていたところに、近所の遊び仲
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間が呼びに来た。そこで利通は、「今、芋を食って
ゐるから待て」と答えたところ、母に「芋を食っ
たなどといふな、飯を食ったといへ。」と叱られた
という。これにコメントして、「これは日本人によ
くあるやつで、現に吾々でも、物を食っていると
ころへ友達でも来ようものなら、大騒ぎで、お膳
を台所に隠すやらして、人に見られるのを非常に
恥ずかしく思う。しかも卵焼とか、鮪の刺身でも
膳に載っていれば、大きな顔をして、まァ一杯……
といふやうなことになる。」という。食物ほど個人
的なものはないのに、人の代わりに食ってやるわ
けにも行かないのに、自分の食事を人に委任する
こともできないのに、食うだけはどうしても食わ
ねばならないのに、日本人は「何だか、人のため
に飯を食ってゐるやうな遣方をする。」と述べる。
（NIZ ６ 西洋の事情と思想p.597）
7.2.米国式のホーフ・システムの試みの失敗
北海道で屯田兵村を設けるにあたり、家屋の離
散したホーフ・システム（疎居制）が日本の国民
性に合わず、家屋の接近したドルフ・システム（密
居制）の方がより適していたことを新渡戸稲造は
指摘する。ホーフ・システム（疎居制）は、開拓
使がその開拓事業の顧問に招いた米国人のケプロ
ンがアメリカ式の村落制を試みたものであった。
それが日本の国民性に合わないことがわかったの
で、それ以降の北海道の移住地では、たいてい家
屋の接近したドルフ・システム（密居制）の方針
で行なわれたことに言及し、日本人は「コンミュ
ナル・ライフ（共存生活）」を尊ぶことを指摘す
る。（NIZ ６ 西洋の事情と思想p.583）
7.3.人のために衣類の好みをいろいろに変える
西洋人は、自分のために衣類を選び、好む物を
つけるが、日本人は人が言うから、人のために衣
類の好みをいろいろに変えることを指摘する。
（NIZ ６ 西洋の事情と思想p.600）いろいろな会
合を催しても、日本の婦人の寄りが悪いが、その
主な理由は着物であると述べる。紋付の着物を着
るか、あるいは縞の着物を着て出るか、会合に出
てきた人と違うことが大きな負担になって、お互
いに出られなくなる。それは、標準を外において
いるから自信がないのである。多くの人の言うに
委せ、世間でこういえばこう、ああいえばああと
いう。我は我たりという強いところもなければ、
己を信ずるところもなければ、更に己の意見を主
張する勇気も持たないという。これは己というも
のの「ディグニティ （ー尊厳）」を顧みないことで
あり、「根柢において、やや奴隷に近いやうな心持
がする」と述べる。（NIZ ６ 西洋の事情と思想p.
600）
7.4.先代の偉業を紹
つ
ぐのが孝道の一端なり
自身の職業選択の失敗について、「恥しい話であ
るが」と前置きしながら、「僕も此失敗を経験した
一人である」と告白する。北海道で農学を専攻し
たが、どうしても農学の趣味が十分沸いて来ない
という。その好きでない農学を専攻したのは、「先
代の遺志を体したもので」、「自分も農学を攻め、
先代の遺業を紹ぐのが孝道の一端なりと考えたか
らである」と述べる。そして最初専門学の選択を
誤ったのを恥じているという。たとえ如何に勉励
したとしても、無理をしては本物になることが出
来ないと述べる。恥をさらしてでも、「読者中の少
数の参考になれば」と思い、自分のことを書いて
いるのだと新渡戸稲造はいう。（NIZ ７ 修養 p.
69）
7.5.人生の目的は名を揚
あ
ぐるにあり
新渡戸稲造は、自分の母について、非常に名を
揚げることを重んじ、これを最上の教訓としてい
たように思われると述べる。（NIZ ７ 修養 p.151）
これは、今において母を懐
おも
うの情は人に譲らない
し、しかも年に１、２回は必ず母の古い手紙を読
んで追慕している新渡戸稲造が、その時ごとにた
だ一つ物足りないと思う節であるという。（NIZ
７ 修養 p.152）彼は、自身が14、５歳の頃、人生
の目的が名を揚げることにあるという観念に少な
からず心を労していたと述べる。そして16歳にな
り、少しく宗教に心を傾けて以来、断然名誉心は
絶対的善ではないと考え出したという。
7.6.権威としての義理人情
日本人は、社会の為とか、交際の為とかいえば、
個人性を没し「これも浮世の習」だといって、健
康が悪い場合にも出て飲み食いし、そのために一
層健康を害すると述べる。（NIZ ７ 修養 p.199）自
分はどうしてもこうしたい、こう言いたいと考え
ても、外部の世論というものを一渡り見なければ
ならないが、そこには義理人情という障りもある。
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これは「血の出るような思いをする」、「逃れるに
逃れることが出来ないやうな、一種のパワー」、「銘
銘の行を制する一つの権威」であると述べる。西
洋には、このような意味での義理人情という言葉
はないという。それ故に、日本では、思う事をそ
のまま行うとか、己れに忠実であるとか、オネス
ティとかいう心が、次第に弱まって来ると述べる。
（NIZ ６ 西洋の事情と思想p.592）
7.7.具体的なものに拘泥する
日本では評
はか
るに、金をもってしたり、物をもっ
て測ったり、資格とか、金とか、学位とか、具体
的なものに拘泥する風があると述べる。（NIZ ６
西洋の事情と思想p.566）忠というと、その相手を
己以外に置いて、君に対して尽くすことをいい、
孝を尽くすのはその目的物を己以外の親に置く。
（NIZ ７ 修養 p.149）また女の貞というものも操
というものも、みな夫あっての教であるという。
（NIZ ６ 西洋の事情と思想p.589）これに対して、
西洋ではどう教えるかというと、君に対するロイ
ヤルティ、親に対するフィリアルティなどといふ
字はあるけれども、それには重きはおかれない。
むしろフィリアルティ、ロイヤルティが由って起
こるところのラヴに重きがおかれると述べる。セ
ルフといふものに根底をおき、自分の心に親をラ
ヴするか、君をラヴするかというようなところか
ら出発する。誠は、愛の字のように動作を現わす
力はないが、愛に劣らぬ心の状態を現わしている
という。誠が行われるならば、相手によって忠、
孝となり、名誉も同じである。人が褒めても褒め
なくとも、心さえ誠の道にかなったならば、敢て
意に介することはないと述べる。（NIZ ７ 修養 p.
150）
7.8.逆境に陥って羨む
逆境に陥った人は、他人の善を見るとこれを羨
み、自分は努力もせずして、その人の如くなりた
いと思うものであると述べる。（NIZ ７ 修養 p.
240）これは、人が得したといえば、自分は損した
如く思うからであるという。（NIZ ７ 修養 p.242）
しかし、人生に悲哀のあるのは、酸味の中に甘味
があるのと同じである。宇治の玉露は味わってい
る間に、その真味が次第に出て、言い知れぬ妙味
があるように、人生に悲哀があるのは、これと同
じであると新渡戸稲造はとらえる。（NIZ ７ 修養
p.361）他人を羨むことは、心の狭少より起こるか
ら、これを除くには心をのびのびさせ、人に及ぼ
す善は、自分にもまた善であることを思い知るに
つとめるのがよいと述べる。
7.9.嘘つくことへの寛容
日本ではライイング（嘘をつく）ということが
悪く思われていないと述べる。（NIZ ６ 西洋の事
情と思想p.593）なぜなら、外の人々の意向に従う
のが、道徳の標準になっているからであるという。
自分に叛くようなことがあっても、大して悪いこ
とにはならない。いわゆる道徳問題は、己を標準
にした道徳ではないと述べる。
7.10.家族制度の発達と弊害
日本では「自然の行がかり」で家族制度が発達
して、「お互いに倚りかかっている」が、その代り
ファミリーの犠牲になって、伸びるべき青年がど
のくらい伸びないでしまうかわからないと述べる。
（NIZ ６ 西洋の事情と思想p.604）また、一国の独
立という問題になると、個人というものを全く忘
却して、何もかも捧げてやらろうということにな
るという。（NIZ ６ 西洋の事情と思想p.605）
８．黙思
8.1.精神的食物を取る余裕
身体の疲労を慰める為には、適度の食事をとっ
て、営養を増進する必要があり、精神もまた肉体
と異なることなく、常に適当な食物を与えて、精
神的餓えを防がなければならないという。（NIZ
７ 修養 p.347）なぜなら、「大伸の前には大屈があ
る」、「大に発心する前には、大に沈黙する必要が
ある」からである。そして、発心を継続して行く
には、単に惰力のみで進むことはできないので、
継続の途中にたるむ心が起こった時は、自ら励ま
し自ら奮って沈思沈黙することが必要であるとい
う。しかし現時の東京の生活法では、この精神的
食物を取る余裕が、全く欠けているとしか思われ
ないと指摘する。日本人は概して外国人よりも黙
思することが少ないが、家の構造も、黙思するこ
とを許さない様に出来ているのであろうと述べる。
（NIZ ７ 修養 p.367）また、勇気を修養するものは
進む方の勇ばかりでなく、退いて守る方の「沈勇」
もまたこれを養うように心がけて、両者がそろっ
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て真の勇気がなるという。（NIZ ７ 修養 p.121）こ
の世における幸福なるものは粟、米の如きもので、
柔く握った方が余計につかみ得るように、自分は
引込む態度で成るべく人に譲るを以て人生の真味
を味わい得るものと思うと述べる。（NIZ ７ 自警
p.456）
8.2.食事のときの感謝の念
新渡戸稲造は、三度の飯さへも、自分には食う
権利がない、それが喰えるのは有りがたいと思っ
ているので、食事のときには頭を下げ、こうして
満足に飯の食えるのは、有難いと感謝するという。
従って食事に関してかれこれ苦情をいったことは
未だ一度もないという。また、もし病気が回復し
たなら、それは拾いものと思っているとも述べる。
（NIZ ７ 修養 p.115）また、幕末の水戸藩主の徳川
斉昭が、日常食べる米を作ってくれる農夫の恩を
子息達が忘却しないようにと行なった工夫につい
て述べる（NIZ 11婦人に勧めてp.124）。すなわち
平素農家を決して百姓などと呼び捨てにさせない
で「御百姓」といわせ、また「農人形」（青銅の農
民像）を鋳造させてそれを三度の食事の時に膳の
上に置くよう子女に分け与え、「朝な朝な飯喰ふご
とに忘れじな めぐまぬ民に恵まるる身は」と詠
んだ。（NIZ ７ 修養 p.361）
8.3.人の知り得られぬ楽しみ
徳には名誉も黄金も及ばない保存力と快楽とが
あるものと見えると述べる。（NIZ ７ 修養 p.210）
新渡戸稲造によれば、徳は、境遇に応じる力であ
る。徳を積むことは、一番大切なことであるから、
誰でも何時でもできることであると彼はいう。徳
の人すなわち境遇に応じる力のある人は、人の知
り得られぬ楽しみがあり、朝起きて日光の輝きを
迎えると、実に日光を心に反射し、雨が降っても
風が吹いても、胸中は常に嬉々として、晴れた天
の如くである。いわば他人の食うものと、別なも
のを食っているかのような観があり、他人とパン
の競争をする必要もなく、他人を嫉み、陥れる必
要もなく、平和に無事に世を送る。暦によって、
人の老若を定めるのは、単に人を肉体と見做して
のことである。境遇に応じる力のある人は、星霜
を経れば経る程精神が若返り、それこそ老いて
益々盛んになり、老衰はしないで、成熟すると述
べる。（NIZ ７ 修養 p.34）
９．物事を善用する心がけ
9.1.毎日だれでもできる善用
物事を善用する心がけは、毎日如何なる人にも
できると述べる。婦人が台所に居っても善用がで
きる。塩引き一本でも、塩が利き過ぎていたから
とてこれを捨てるには及ばない。水に漬けて塩出
しすれば食用となる。また塩出しに用いた水も塩
価の高い今日であるから、適当の方法を求めるな
らば必ず利用の途があるという。（NIZ ７ 修養 p.
315）箸の上げ下ろしのような事でも、若しこれが
何か他人のために尽くすとか、奉公の真心から出
るものとすれば、その仕事自身は小さくとも、そ
の中に含まれている意味は大きい。仕事はどんな
に小さくても、これを大きな割出からやることが
大切であるという。（NIZ ７ 修養 p.99）健康の時
には時々止って、はて自分は健康を善用している
か、あるいは濫用しているのではないかと反省す
るがよいという。（NIZ ７ 修養 p.388）反省して過
を発見したら、これを矯正しないといけない。食
物を程よく節制するというフランクリンが座右中
に挙げている心がけは、健康者には最も肝要であ
ると述べる。
9.2.病の善用の実験談
新渡戸稲造は、今より15年前に大病に罹って失
望したという「恥しい実験談」を述べて、善用に
志す人の参考に共したいと述べる。（NIZ ７ 修養
p.317）それは、⑦回復時代1897-1900（35歳―38
歳）のことである。男盛りの35歳で大病して、全
快には少なくとも３年はかかり、その間は一切仕
事をしてはならないと医者よりいわれた。時は夏、
朝目覚めて窓を開けると庭前のアスペル草が緑こ
まやかに生い茂っている。青葉の上におかれた朝
露が、旭に輝いてギラギラと珠の如く光っている。
その少し先にある生垣の外には、学生役人商人等
が、忙しげに往来し活動するのを見て、「急ぎ行く
足にふまるる露の珠」と一句を吐いた。間もなく
誕生日となり、病床にいる稲造のために夫人など
が、種々慰めの催しを行なった折、「沖遠し見るも
波立つ我心 しばしな吹きそ秋の山風」と書き、
しばしなりとも病の秋風が凪いで、思う通りの仕
事をさせてくれという不満と希望を漏らしたとい
う。ところがふと健康のときは、雑務に忙殺され、
静かに思う機会もないが、このように病床にあっ
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て、青天井を眺めている時を修養に用いたら、得
る所があるであろうと気づいた。同時に、先の二
句が取り消したくなってきた。そこで、「なかば来
て高根ながめの一と休み」および「沖遠くもれ出
づる月のさやけさに ろかいもとらじ波のまにま
に」と詠んだ。そしてこのように修養しよう、天
命に任すに若くはないと思うと、心も爽やかとな
り、病も早く軽くなったように思ったという。実
際、明治31（1898）年、療養のためカリフォルニ
アに行き、明治32（1899）年に、Bushido,The Soul
 
of Japan:An Exposition of Japanese Thought
を執筆し、明治33（1900）年１月初旬にはそれを
出版した。
9.3.善用した名誉は尊い
世間に促されて自ら重くすることは、道徳上最
上の動機であるとは思わないが、修養方法として
は軽視すべきではないと思うと述べる。（NIZ ７
修養 p.170）つまり自分がこれだけ人より信用を
受け誉められているのだから、こんな卑劣なこと
はできないとする決意である。しかしこれは何故
道徳最上の動機でないのか。それは、新渡戸稲造
が、誠を考えているからである。誠は、愛の字の
ように動作を現わす力はないが、愛に劣らぬ心の
状態を現わしているという。心さえ誠の道にか
なったならば、人が褒めても褒めなくとも、敢て
意に介することはなくなると述べる。誠が行われ
るならば、相手によって忠、孝となり、名誉も同
じであるという。（NIZ ７ 修養 p.150）
人格の枠を附すれば名誉ということも、多くの
価値あるものとなると新渡戸稲造は述べる。そし
て名というものは人の霊に近い観念ではあるまい
かという。（NIZ ７ 修養 p.163）身体は時と場所と
に限られ、一時に数箇所に現在することが出来な
いし、また同じ場所に永遠にいることもできない。
霊はこれに反して一時に数箇所に遊離する力があ
り、また限りなく一箇所または数箇所に止まるこ
とも出来る様であると述べる。我々が平生私淑し
ている人の名を聞くと、直にその人の人格が想像
に浮かび、その肉体を現前髣髴し、また自分の尊
敬する親の名を聞いても、心気が引立ち、家名を
呼ばれて一種の心的作用を感ずるのも、皆この為
であろうと思うという。そして、「名」なるものは
観察の如何によっては実在、現実よりも有力なも
のであると思うと結論する。（NIZ ７ 修養 p.163）
二重人格のように、銘銘の心に別の人が働いてい
るような気が起こることについて、伊藤公爵から
次のようにいわれたことがあると述べる：「私は、
自分いふものについて熟々考えて見ると、父親と
母親からまったく別な、二つの性格を植えつけら
れているやうに考える。自分は何事をするのでも、
常に心に出て来るのは、この父親と母親の性格で
ある。ハハア今胸の中に働いているのはお母さん
の心だな、こんどはお父さんがやっているわいと
いふやうに、父と母から受継いだ性格の働きが
ハッキリわかる。」そして、これは誰にでもあるこ
とで、珍しいことではないと述べる。（NIZ ６ 西
洋の事情と思想p.591）
10．人格（パーソン）
10.1. tabula rasa（白紙）
人の心は未だ何れの色にも染まらない糸の如き
もので、染め方ひとつで黒くもなれば、青くもな
るもの、言い換えると tabula rasa（白紙）の状態
にあるので、これを放任して置けば到底善に向け
ることができないと述べる。（NIZ ７ 修養 p.22）
白紙の心を養育するとは、柔和な、少しく荒く扱
えば息の根も絶えやすい、その代わり親切に養え
ばよくなずく仔羊の如き心に食物を与え、寒い時
には温かみを与え、暑い時にはこれを涼しくし、
横道に踏み迷わんとする時は、これを呼び止めて、
正道にかえらせ、あらゆる方法を用いて正道に従
い養育する意であろうと述べる。
10.2.天地の中に我一人なり
人は己を慎むと同時に、天地の中に我一人なり
と信じ、深夜しみじみと行を積む間に、いうべか
らざる力ができる、それが即ちパーソン（人格）
の生まれる時であると述べる。（NIZ ６ 西洋の事
情と思想p.567）その時に人間が消えて、パーソン
が生まれるので、トワイス・ボーン・メンといい、
一方、神ながらというのは、一度生まれた人間、
すなわちワンス・ボーン・メンをいうと述べる。
（NIZ ６ 西洋の事情と思想p.567）人格を高尚に
すること、すなわち全ての点に円満なる人間を造
ることをもって、教育、学問の最上の目的とすべ
きものではないかと思うという。（NIZ ５ 教育の
目的p.227）
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10.3.縦の空気と横の空気
人間は横の空気を呼吸するのみで、活
いき
るもので
はなく、縦の空気をも吸うものであることを知っ
てもらいたいと述べる。横の空気を呼吸するとは、
多数凡衆の社会的関係つまり人間と人間との関係
において生きることであり、縦の空気を吸うとは、
人間以上のものとの関係に生きることである。何
の宗教といふことを、ここで彼是いうことを好ま
ない。ただ人間以上のものがある。そのあるもの
との関係を結ぶことを考えれば、それでよいので
あるという。この縦の関係を結び得た人にして、
始めて根本的に自己の方針を定めることが出来る。
自分がかくかくの仕事をするのは、上からの命で
ある。上への義務である、上なる者と共に働き、
共に結果を楽しむのであると述べる。（NIZ ７ 修
養 p.57）
11．東洋の概念に内的基準を採りいれる
東洋と西洋の考え方の違いは、パーソンという
ものに根柢して、そこから起こる差が非常に多い
のであると述べる。（NIZ ６ 西洋の事情と思想p.
565）そして徳を積むこと、修養すること、人格を
向上させることが一番大切なことであるなら、新
渡戸稲造が日本人の「広い意味のモーラル」に望
むことは、そこに内的基準を取り入れることであ
ろう。実際、5.2.に示したように、武士道は、己
に顧みて恥かしくない行いをするということさえ
決まれば、自ら君に対すれば忠、親に対すれば孝、
兄に対すれば敬というように、その道が備わって
来るものであろうと述べ、武士道の根本は、内的
基準において恥を知る、廉恥を重んずることであ
ると述べる。（NIZ ６ 内外展望p.330-331）また、
9.3.に示したように、世間に促されて自ら重くす
ることは、修養方法としては軽視すべきではない
が、道徳上最上の動機であるとは思わないと述べ
ている。（NIZ ７ 修養 p.170）人格の枠を附すれば
名誉ということも、多くの価値あるものとなると
し、名というものは人の霊に近い観念ではあるま
いかという。（NIZ ７ 修養 p.150）このように新渡
戸稲造は外的基準に基づいた日本の道徳において
も内的基準に基づいたとらえ方があることを示し、
それを評価している。
11.1.内的基準による「一所懸命」
草を取るにしても、飯を食うにしても、本物に
なりさえすれば、必ずそれが他の諸般のことにも
及び、熟達するものであろうと述べる。（NIZ ７
修養 p.93）些細なことでも、実行を積んで行け
ば、その中に含まれる原則が「ここだな」と自ら
会得されるという。そしてある一事に具体的に熟
達すれば、それが如何に些細なことでも、自ら他
にも通じるものである。事々物々、皆別のことの
様に思っているものも、その内外部に顕れない関
係が密であって、実際は総てに共通しているもの
があるらしいという。このように内的基準によっ
て一事を継続的に一所懸命に行うと、いわゆる専
門バカになるどころか、「一を以って十を貫く」こ
とができるようになるのであろう。これは、一所
懸命の概念の内的基準による転調ととらえること
である。
11.2.暦の年齢と精神年齢
暦によって、人の老若を定めるのは、単に人を
肉体と見做してのことであると述べる。自分の決
心と実行とが両々相伴って、より以上の工場発展
が実現されたならば、それこそ真の意味で年を
取ったのである。星霜を経れば経る程精神が若返
り、ソレコソ老いて益々盛んになり、老衰はしな
いで、成熟するという。（NIZ ７ 修養 p.34）これ
は、暦の年齢（生活年齢）の精神年齢への転調と
とらえることができる。精神年齢は、学術的には
発達年齢、すなわち知能検査によって測定される
知能の発達の程度を年齢であらわした尺度であり、
一般には、ものの考え方や行動からみた精神的な
成長の度合いを表現する概念である。新渡戸稲造
は、一般の意味における精神年齢の基準を人格の
成長すなわち内的基準の確立に置いているのであ
る。
11.3.食べ物を程よく節制すること
前述したように、健康の時には時々止って、自
分は健康を善用しているか、あるいは濫用してい
ないかと反省するがよい。反省して過を発見した
ら、これを矯正しないといけないと述べる。（NIZ
７ 修養 p.388）現在では、よく食物を節制するこ
とは、西洋医学的な予防の観点から健康を保つた
めに行われているのが一般的であると思われるが、
それは必ずしも健康の善用として行なわれている
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のではない。むしろ健康の維持自体を目的とした
食物の節制であることが多い。そのため、プルタ
ルコス（紀元後１世紀ころの文人）の述べる「健
康であるならば、多くの人間愛的行為に身を捧げ
るのにまさることはない」???という理念に直接つ
ながらない。一方、健康を善用するという理念に
おいて程よく食物を節制するならば、その過程で
原則が「ここだな」と自ら会得されるようになり、
健康を善用して人間愛的行為に身を捧げることに
もつながってゆくと思われる。
11.4.大きな割り出しから行なう食育
仕事はどんなに小さくても、これを大きな割出
からやる。箸の上げ下ろしのような事でも、若し
これが何か他人のために尽くすとか、奉公の真心
から出るものとすれば、その仕事自身は小さくと
も、その中に含まれている意味は大きいと述べる。
（NIZ ７ 修養 p.99）この例は、食育として、きち
んとした箸の使い方を教えるときに、感謝の念な
どの大きな割り出しから行なうならば、人格教育
につなげることができることを示している。
11.5.心外無別道
人間として世を渡るときは、社会を脱しても社
会から爪弾きされても、人間として僕は僕で行く
という位迄いったならば、占めたものだという。
（NIZ ７ 修養 p.345）いわゆる世の道を離れても、
自己の所信を貫き、自信のあるところを決行せよ
という。道なるものは、自己に存するもの、「心外
無別道」であるからという。これは、日本の種々
の道、とくに家元、宗家としてその流派の正統を
受け継ぐ芸道の伝統においては、挑戦的な主張で
あると受け止められることであろう。一方、その
ように行う道からこそ、オリジナルなものが生ま
れ得るとも言えよう。
11.6.物のあはれを知るが武士
武士は物のあはれを知るといい来たっているが、
物のあはれを知るは武士であり、哀を知らぬ者は
武士でないといいたいという。（NIZ ７ 修養 p.
361）黙思して我が身の上を考え、全体の人生を観
察すると、悲哀の念が沸いてくる。もしこの念が
沸いて来なければ、その人の心が足りないのであ
ると述べる。武士は誠を行なう人格者として捉え
られている。
11.7.内的基準による神道
明治の初めには、神道の主として教えたところ
は、「祈らずとても神や守らん」ということで、神
は銘銘の心に在るというのであったが、この教え
は長く続かなかったという。（NIZ ６ 西洋の事情
と思想p.602）これで行ったならば、恐ろしく強い
個人ができる。所信は所信であくまで貫く。人の
ために節を曲げない、真直な人ができたはずであ
るという。
12．遺された課題
上述したように修養により東洋の概念を内的基
準によって転調ないしは変容させることに較べて、
東洋思想と西洋思想の融和や両者の長所の結合を
目指すことは、より困難な課題である。
12.1.宗教教育
宗教のない教育は人の心髄を動かすものでない
と信じるけれども、然らばとて学校の科目に宗教
を入れることは、かえって教育の目的を阻害する
ものと思うと述べる。（NIZ ７ 自警 p.579）療法に
も神仰だの加持祈祷だのを混合する。病気によっ
てはいわゆる気の病もあるから、心の持ちようで
癒える病気もあることから、この類の病気には信
仰が著しく功を奏したと思われるが、黴菌から起
きる病の如きに至っては、宗教が入り込んではか
えって療治の邪魔になることが多い。教育におい
てもそうであるという。
武士道第１版序において、武士道を著すことに
なる動機を述べている。（NIZ １ 武士道 第１版
序 p.17-18)???⑤独逸時代1887-1890（25歳―28
歳）に、ベルギーの法学の大家より、祖国の学校
では宗教教育なしにどうして道徳教育を授けるの
かと驚きをもって尋ねられた時に、新渡戸稲造は
即答できなかった。彼が少年時代に学んだ道徳の
教は学校で教えられたのではなかったからである。
武士道に書かれた内容は主として、彼が少年時代、
封建制度の尚盛であった時に教えられ語られたこ
とであるという。宗教が入り込んではかえって学
校教育の邪魔になることが多いとの彼の見解は、
自らの経験に基づいている。それは両親からの教
えなど家庭生活を通じて教えられるものであると
の確信があるからであると思われる。
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12.2.デモクラシーとアリストクラシー
西洋の客観的である科学についての特徴と弱点
と、日本の主観的である美術についての長所と短
所と、西洋のデモクラシーについての善い所と悪
い所、日本のアリストクラティックの思想である
武士道の好ましい所と好ましくない所、それらが
相対照して考えられるべきではないかと思うと述
べる。（NIZ ６ 西洋の事情と思想p.611）ギリシャ
時代以来の推理を系統づけて進めて行って科学に
到達し、科学を利用した結果、人間が平等に達し
得るようになり、西洋でデモクラシーの思想を隆
盛に赴いた。一方、東洋の思想もその根本は平等
の思想に基づくものであるが、それを推理ではな
く直観で進めるため、具眼の士でなければ、到底
達し得るものでないから、自然アリストクラ
ティックな思想となっているという。（NIZ ６ 西
洋の事情と思想p.625）このように東洋の思想に
は、ただに人間ばかりではなく、草木に至るまで
も、等しく平等とするデモクラシーの思想が織込
まれているのであるが、ただ遺憾ながら、その間
に万人共通な、誰人にもわかる心理的過程がない
と述べる。（NIZ ６ 西洋の事情と思想p.626）とは
いえ、直観は実に大切な民族の宝玉である。これ
を失わないように、常に精神はここに土台し、し
かもその方法は科学をもってする。その精神を土
台として科学を応用すれば、ここに初めて、西洋
と東洋の長所を結合したものが出来るであろうと
思うのである。これが私の理想であると述べる。
（NIZ ６ 西洋の事情と思想p.627）
12.3.世界共通の人類の一員
愛国といえばその国を対象物としており、忠君
といえばその君を対象物としている。そういう単
なる対象物でなく、もっと絶対的な、誰の関係と
いうことでなしに、独立独歩した、天上天下我一
人のパーソンである、外には何も対象物のない、
俺は一個の人間だという考えを常に養って置かな
かったので、日本人の修養の基礎ははなはだ狭い
ものとなったのであると述べる。（NIZ ６ 西洋の
事情と思想p.644）もちろん日本自身のことに関
しては日本人であるけれども、同時に、世界共通
の人類の一員であるという立場から、東西の問題
を研究すれば、いささかの偏見もなく、どういう
ところで融和が出来るか、また、どういうところ
が融和出来ないか、そしてその場合には、いかに
して日本の思想を向うに伝えることが出来るか、
また彼方の長所をいかにして採ることが出来るか、
ということも、冷静に且つ客観的に、よくわかる
はずであると思うと述べる。（NIZ ６ 西洋の事情
と思想p.645）
13．おわりに
後に世界的古典となるBushido, the Soul of
 
Japan:An Exposition of Japanese Thoughtを著
し、日本の生きた道徳、倫理のあり方を世界の中
に位置づけた新渡戸稲造は、生涯を通じて「世界
人としての日本人」すなわち「日本自身のことに
関しては日本人であるけれども、同時に、世界共
通の人類の一員である」という視点を大切にした。
そして日本の思想を人格という内的標準によって
再定義しなおすことにより、独立独歩した、天上
天下我一人のパーソンという広い基礎に根本をお
く修養と教育を構築することを目指した。さらに、
直観の精神を土台として科学を応用すれば、ここ
に初めて、西洋と東洋の長所を結合したものが出
来るであろうという理想を抱いていた。
世界人としての日本人、パーソンに根本をおく
修養と教育、直観を土台としての科学の応用、新
渡戸稲造によって据えられたこの３つの課題は、
現在においても切実な日本人の課題である。
14．要約
この論文は、新渡戸稲造（1862～1933）の著作
において日本人の生活法についての見解や意見を
検討することにより、彼の頭を始終悩ましていた
「広い意味のモーラル」を明らかにする試みであっ
た。その見解と意見は、６つの概念で括ることが
できた。すなわち無作法、我儘の振舞、消極性、
外的標準、黙思、物事を善用する心がけである。
新渡戸稲造は、黙思および物事を善用する心がけ
を日本人の心に採り入れることによって、無作法、
我儘の振舞、消極性、外的標準のような日本人の
習慣を変えて、内的基準を持った人格、世界人と
しての日本人を創造しようとした。彼の理想は、
西洋と東洋の長所を結合することでよりよい哲学
を創設し、直観の精神を土台として科学を応用す
ることであったが、それは、現在においても実現
されることを待っている大いなる夢である。
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